
 

 

 諷経作法編 （おつとめ）          メモ 2013/04/28 

 

おつとめ（諷
ふ

経
ぎん

） 本堂にて諷経をします。読経の作法とマナーをメモしています 

 

開始の合図 山門の大梵鐘
ぼんしょう

を、ゆっくり等間隔で 9 度撞きます。最初の 7 打目までは中音で撞き、

８打目は小さく、９打目は間を置かずに大きく撞く。 

諷経 

① 導師が叉手して進前（進前
しんぜん

叉手
さ し ゅ

）し、合掌低頭して２回焼香します。 

② 導師が一歩下がって合掌低頭したときに引磬
いんきん

を１回鳴らします。 

導師が合掌低頭して座に戻ってきた（帰
き

位
い

合掌
がっしょう

）ら、引磬 を再度鳴らします。 

③ 導師より「ご本尊様に合掌します」の声がけで、参禅者も合掌します。引磬 を転畳
てんじょう

します。 

                             ＊転
てん

畳
じょう

とは、連続して鳴らすこと 

④ 導師の合掌
がっしょう

低頭
て い づ

にあわせ引磬 １打目が鳴り、参禅者も合掌低頭します。導師はその後合掌低頭して

さらに２拝するが、引磬 ２打目で参禅者も合掌低頭します。 

３拝目は導師の低頭にあわせ引磬 ３打目に続き ４打目が鳴り、参禅者も合掌低頭します。 

⑤ 導師が再度進前（進前叉手）し、合掌低頭して２回焼香します。   ＊ここから般若心経のおつとめ 

⑥ 焼香を終わり導師が戻り合掌低頭の時、 子(けいす) を１回鳴らします。 

⑦ 導師より「般若心経を読誦
どくじゅ

致します」の声がかかります。 

導師の１拝目で 子 ２声目を鳴らします。 

⑧ 導師の 2 拝目で 子 3 声目、3 拝目で 子を止め （ガツ）、その後木魚 を鳴らします。 

⑨ 導師が「摩訶般若波羅蜜多心経」と唱えたあと、 子 を鳴らします。 

⑩ 般若心経文（青地部分から）を導師と一緒に諷
ふ

経
ぎん

します。        裏面の般若心経文を参照。 

⑪ 般若心経が終わると回向
え こ う

します。途中、参禅者は合掌低頭します。     裏面の回向文を参照。 

⑫ 回向が終わると、略
りゃく

三宝
さんぼう

を唱えます。                 裏面の略三宝文を参照。 

略三宝の途中より導師が進前し、２回焼香をします（①） 

導師が一歩下がって合掌低頭したときに引磬
いんきん

を１回鳴らします。 

導師座に合掌して戻ったら（帰位合掌）引磬 を再度鳴らします。（②） 

導師より「ご本尊様に合掌します」の声がけで、参禅者も合掌し、引磬 を転畳します。（③） 

導師の３拝にあわせ、引磬 のあと 参禅者も合掌低頭します。（④）
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お経の文言 

  般若心経 

摩訶般若波羅蜜多心経 

観自在
かんじーざい

菩薩
ぼーさつ

 行
ぎょー

深
じん

般若
はんにゃー

波
はー

羅
らー

蜜
みー

多時
たーじー

 照
しょー

見
けん

五
ごー

蘊
おん

皆
かい

空度
くーどー

一切
いっさい

苦
くー

厄
やく

 舎
しゃー

利子
りーしー

 

色
しき

不異
ふーいー

空
くー

 空
くー

不異色
ふーいーしき

 色即是空
しきそくぜーくー

 空即是色
くーそくぜーしき

 受想行識
じゅーそーぎょーしき

亦復如
やくぶーにょー

是
ぜー

 舎
しゃー

利子
りーしー

 

是
ぜー

諸法
しょーほー

空相
くーそー

 不生
ふーしょー

不滅
ふーめつ

 不垢
ふーくー

不浄
ふーじょー

 不増不減
ふーぞーふーげん

 是
ぜー

故 空 中
こーくうーちゅー

 無色
むーしき

 無受想
むーじゅーそー

行
ぎょー

識
しき

 

無眼
むーげん

耳鼻
にーびー

舌
ぜっ

身
しん

意
いー

 無色声
むーしきしょー

香
こー

味
みー

触法
しょくほー

 無眼界
むーげんかい

 乃至
ないしー

無意識界
むーいーしきかい

 無無明
むーむーみょー

亦
やく

 無無明尽
むーむーみょーじん

 

乃至
ないしー

無老死
むーろーしー

 亦無老
やくむーろー

死尽
しーじん

 無苦
むーくー

集滅
しゅーめつ

道
どー

 無智
むーちー

亦
やく

無得
むーとく

 以
いー

無所
むーしょー

得
とく

故
こー

 菩提
ぼーだい

薩埵
さっーたー

 

依
えー

般若波
はんにゃーはー

羅
らー

蜜
みっー

多
たー

故
こー

 心無罣礙
しーむーけーげー

 無罣礙
むーけーげー

故
こー

 無有
むーうー

恐怖
くーふー

 遠離
おんりー

一切
いっさい

顛倒
てんどー

夢想
むーそー

 

究竟
くーきょー

涅槃
ねーはん

 三世
さんぜー

諸仏
しょーぶつ

 依
えー

般若波
はんにゃーはー

羅
らー

蜜
みー

多
たー

故
こー

 得阿耨
とくあーのく

多羅三藐
たーらーさんみゃく

三
さん

菩提
ぼーだい

 

故知
こーちー

般若波
はんにゃーはー

羅
らー

蜜
みー

多
たー

 是
ぜー

大神
だいじん

呪
しゅー

 是
ぜー

大明
だいみょー

呪
しゅー

 是
ぜー

無上
むーじょー

呪
しゅー

 是
ぜー

無
むー

等
とー

等
どー

呪
しゅー

 能 除
のうーじょー

一切
いっさい

苦
くー

 

真実
しんじつ

不虚
ふーこー

 故説
こーせつ

般若波
はんにゃーはー

羅
らー

蜜
みー

多呪
たーしゅー

 即説
そくせつ

呪
しゅー

日
わっ

 羯諦
ぎゃーてー

 羯諦
ぎゃーてー

 波羅羯諦
はーらーぎゃーてー

 

波羅僧羯諦
はらそーぎゃーてい

 菩提薩婆訶
ぼ ー じ ー そ わ か

 般若心経
はんにゃーしんぎょー

 

                                 ＊一文字ごとに心をこめて を叩きます 

  回向文 
 

上来
じょうらい

摩訶
ま か

般若
はんにゃ

波
は

羅
ら

蜜
みつ

多心経
たしんぎょう

を諷
ふ

誦
じゅ

する功徳
く ど く

は （参禅者は合掌低頭） 

大恩
だいおん

教主
きょうしゅ

本師
ほ ん し

釋迦牟
し ゃ か む

尼仏
に ぶ つ

、高祖
こ う そ

承
じょう

陽
よう

大師
だ い し

、太祖
た い そ

常済
じょうさい

大師
だ い し

に供養
く よ う

し奉り （低頭終了） 

無上
むじょう

仏果
ぶ っ か

菩提
ぼ だ い

を荘厳
しょうごん

す。伏して願くは四
し

恩
おん

総
すべ

て報
ほう

じ、三
さん

有
ぬ

斉
ひと

しく資
たす

け 

法界
ほっかい

の有情
うじょう

と同じく種
しゅ

智
ち

を円
まどか

にせんことを   ＊太字部分は合唱低頭してとなえます 

（冀う処は、本日参詣の善男善女に各々家門繁栄、子孫長久、災障消除、諸縁吉祥ならんことを）  ＊オプション 

                          

  略三宝 

 

十方
じーほー

三世
さんしー

一切仏
いーしーふー

、 諸尊菩薩摩訶
しーそんぶーさーもーこー

薩
さー

、摩訶
もーこー

般若
ほーじゃー

波
ほー

羅
ろー

蜜
みー

 


